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高強度レーザーと物質との相互作用により生成される高エネルギーのイオン、電子、Ｘ線等は、

テーブルトップの量子ビーム源として注目され様々な応用が提案されている。特に高エネルギー

イオンについては、医療への応用が期待されている。レーザーの強度やエネルギーに対する加速イ

オンのエネルギー等を調べるため、超短パルスレーザーや高エネルギーレーザーを用いて、薄膜ター

ゲットからの陽子発生実験を進めている。 

超短パルスレーザーを用いた実験では、日本原子力研究開発機構設置の J-KARENレーザーを用

いて、陽子発生実験を進めている。一方、高エネルギーレーザーを用いた実験として、大阪大学

レーザーエネルギー学研究センター設置の LFEX レーザーを薄膜ターゲットに照射した。レーザ

ーのパルス幅~1.5 ps、4ビームを合計したレーザーエネルギー~1 kJにおいて、陽子発生実験を行

った。LFEX レーザー実験は、大阪大学レーザーエネルギー学研究センターの共同利用・共同研

究のもとに実施されている。講演では、得られた結果の詳細について、報告する予定である。 
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